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第12次広島市政白書2022 

予約受付 

 この白書は、1987年から広島市職員労働組合が革

新広島市長誕生を願い、選挙前広島市政を市民の視

線から振り返り、市民生活に役立つ資料として、発行

することを決めて続けてきた伝統あるものです。 

 この度は松井市政３期１２年の「市民の声を聞こうと

しない姿勢」に断固とした鉄槌と怒りを込めた内容と

なっています。 

 松井市政は「広島市民にとってどういう政治だったの

か」を問う、市政懇談会。 「都心大改造に暮れる」松

井市長を、中森議員が告発。 広島市財政の借金増

加の実態を暴く財政報告。 広島中央図書館の公立図

書館の役割。 などなど広島市政の大きな課題１1につ

いて論評しており是非これからの運動に役立ててくだ

さい。 
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第一部 総論 

 １．広島市政懇談会  

 ２．広島市政について 

 ３．松井市政の基本的姿勢と財政運営 

第二部 各論 

 １. 子ども 子育て   

 Ⅱ．福祉 医療 介護   

 Ⅲ．学校 社会教育  

 Ⅳ．広島市の災害復興の現状と課題  

  Ⅴ．松井市政における平和行政  


